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2広報　　　　　　　　 平成19年4月号

表紙の写真コメント

「松尾坂コース」、広見地区の赤坂橋付近の風情あるへんろ路を気持ち良さそうに歩く参加者です。

（トレッキング・ザ・空海あいなん）

3/10

( 財 )日本消防協会から、平成18年度防
火防災共済還元事業として寄贈された防
災広報車です。

3/1

2006年度愛媛県サッカー協会優秀選手

が発表され、本町から、平城スポーツ少

年団に所属する平城小学校6年の河野絢
け ん

耶
や

くん、小川拓
た く

郎
ろ う

くんが選ばれました。

河野くんも、小川くんも、サッカーが大

好きだそうで、今後の活躍に期待したい

と思います。

3/2

南宇和交通安全協会城辺支部桜部会 (代表、山本峰
みね

雄
お

さん )が、町道太郎谷線の側
道の草刈り等の清掃活動をされ、ゴミ袋4個の空き缶を回収しました。また、同部
会では、4年前から、同沿線に200本の桜を植え年3回の清掃活動をされています。

3/1

愛媛県美術館で開催された『第16回

地展「愛南町」を描く絵画展』の審査

会に、坂本選
ひとし

収入役が参加しました。

3/11
外泊地区で「炭焼きづくり」を行って
います。出来上がった炭は、だんだん
館で使用される予定です。（船越小3、4
年生と一緒に）

3/8

城辺社会福祉会館で、昭和32年 1月 1日から12月末日までにご結婚された22組、
38名の方が参加して、「平成19年愛南町金婚式」が開催されました。今後とも、今
まで培われた知恵と経験を活かして、愛南町の活性化に貢献して欲しいと思います。

3/6

町
長
の
行
動

　

2
月
は
、
町
村
会
定
期
総
会
（
15
日
、
松
山
市
）、

南
伊
予
風
景
づ
く
り
交
流
会
（
17
日
）、
第
10
回
あ
り

ん
こ
く
ら
ぶ
の
催
し
（
18
日
）、
後
期
高
齢
者
広
域
連

合
発
足
式
外
・
市
町
振
興
協
会
理
事
会
（
19
・
20
日
、

松
山
市
）、
愛
媛
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
（
22
日
、

松
山
市
）、
市
町
総
合
事
務
組
合
会
議
・
愛
媛
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
組
合
議
会
（
26
・
27
日
、
松
山
市
）、

南
予
活
性
化
現
地
特
別
対
策
本
部
と
の
意
見
交
換
会

（
28
日
、
宇
和
島
市
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

3
月
は
、
南
宇
和
高
等
学
校
卒
業
式
（
1
日
）、
宇

和
島
広
域
事
務
組
合
運
営
審
議
会
（
2
日
、
宇
和
島

市
）、
西
海
郵
便
局
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
5

日
）、
篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会
（
6
日
）、
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
7
日
）、
第
1
回

町
議
会
定
例
会
（
9
日
）、
愛
媛
県
5
役
と
の
懇
談
会

（
8
日
、
松
山
市
）、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ

い
な
ん
（
10
・
11
日
）、
南
レ
ク
取
締
役
会
・
ダ
ム
所

在
発
電
関
係
市
町
協
議
会
定
期
総
会
（
13
日
、松
山
市
）

な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、
本
町
の
財
政
状

況
も
、
依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

更
に
徹
底
し
た
経
費
削
減
に
努
め
、
限
ら
れ
た
予
算

の
効
果
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
情
報
を
掲
載
す

る
な
ど
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
と
販
路
拡
大
」
等
、
一
次
産
業
の
活
性
化

に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「愛南グリーン・ツーリズ
ムシンポジウム」で挨拶
する谷口町長。
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3 広報　　　　　　　　 平成19年4月号

p2

p3

p4～

p6～

p7

p17～

p18～

p20～

p22～

p24

町長の行動

目次

愛なん歳時記

「僕らの夏休み」
が愛媛県知事賞
(金賞 )を受賞 !

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

▲名残惜しい旧篠山中学校校舎に掛かる
　校名 (木製看板 )を取り外す在校生

2/25

▲「あいなん食改味まつり」を主催されたヘルスメイトの
　皆さん

▲美しい由良半島をバックに
　（つわな奥からの眺望）

▲素晴らしい演奏を披

露された月岡祐
ゆ

紀
き

子
こ

さん（へんろ路ゆか

りの三味線奏者）

▲「松尾坂コース」で、回収したゴミを
スタッフに手渡す参加者

▲出品作品を見学する船越小3、4年生
　（外泊地区「だんだん雛まつり」）

▲「見つめてみよう」人権コンサートに
　参加した一本松中音楽部、一本松シン
　ガーズの皆さん

2/24

▲愛南コーラスフェスティバルで熱唱された児童の皆さん

2/18

3/2
3/8

3/11

3/10

3/10



広報　　　　　　　　 平成19年4月号 4

心 

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

  

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い
な
ん
　

町
内
を
縦
断
す
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
2
回
目
と
な
る
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ

い
な
ん
」
が
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
を
バ
ス
で
出
発
し
、
高
知
県
宿

毛
市
か
ら
予
土
県
境
の
松
尾
峠
を
越
え
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
15
k
m
、
二
日

目
は
、
D
E
・
あ
・
い
・
21
か
ら
柏
坂
を
越
え
、
津
島
町
の
嵐
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
風
園

ま
で
の
約
10
k
m
に
、
延
べ
1,
0
0
0
名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
美
し
い
自
然
と
人

情
豊
か
な
接
待
の
愛
南
町
を
満
喫
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。。

　

参
加
者
は
、
一
歩
一
歩
、
先
人
の
歩
ん
だ
癒
し
の
路
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
道
中
で
行

わ
れ
た
児
童
や
地
区
住
民
の
お
茶
や
柑
橘
、
ト
ン
汁
な
ど
の
接
待
を
受
け
、「
こ
の
土
地

・

3
/
10

あ
い
な
ん
歳
時
記

松
尾
坂
コ
ー
ス

11



広報　　　　　　　　 平成19年4月号5

の
人
の
や
さ
し
さ
、
笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
で
元
気
を
も
ら
う
」「
柏
坂
で
の
月
岡
さ
ん
の

三
味
線
に
は
感
動
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
、
参
加
し
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

11
日
の
午
後
6
時
か
ら
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
花
へ
ん
ろ
」
な
ど
多
数
の
著

書
で
知
ら
れ
る
作
家
の
早
坂
暁

あ
き
ら

さ
ん
に
よ
る
「
遍
路
み
ち
か
ら
日
本
は
蘇

よ
み
が

え
る
」
と
題
し

た
講
演
会
が
あ
り
、
道
州
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
四
国
は
遍
路
道
で
い
い
の
で

は
と
、
持
論
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
月

岡
祐ゆ

紀き

子こ

さ
ん
（
へ
ん
ろ
道
ゆ
か
り
の
三
味
線
奏
者
）
に
よ
る
へ
ん
ろ
路
を
一
人
で
歩
か

れ
て
作
曲
さ
れ
た
「
遍
路
組
曲
」
他
の
演
奏
が
あ
り
、
迫
力
あ
る
三
味
線
の
音
色
を
堪
能

し
ま
し
た
。

柏
坂
コ
ー
ス



6広報　　　　　　　　 平成19年4月号

特集

1
「
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え
ひ
め
2
0
0
6
」
へ
の
取
組
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
・
・

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
」
は
、昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、今
年
度
は
、平
成
18
年
6
月
号
で
C
M
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
公
募
を
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、

応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
で
制
作
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
内
海
中
学
校
、
南
宇
和
高
校
、
外
泊
地
区
の
方
々
に
撮
影
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
愛
南
町
ア
ピ
ー
ル
し

隊
」
と
し
て
の
応
募
作
品
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
お
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
愛
南
の
美
し
い
自
然
と
心
や
さ
し
い
人
柄
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

C
M
制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
総
務
課
（
TEL
7
2
ー

1
2
1
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え
ひ
め
2
0
0
6
に
お
い
て
、

「
僕
ら
の
夏
休
み
」
が
愛
媛
県
知
事
賞
（
金
賞
）
を
受
賞
!

　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
内
20
市
町
、
31
作
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え
ひ
め
2
0
0
6
」（
30
秒
の
我
が
町

自
慢
C
M
）
公
開
審
査
会
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
出
品
し
た
「
僕
ら
の
夏
休
み
」（
撮
影
協
力
・
内
海
中
学
校
）
が
、
見
事
、
第
2
位
に
あ
た
る
愛
媛
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
副
賞

と
し
て
、
4
月
か
ら
の
半
年
間
に
1
0
0
回
、
無
料
で
放
送
（
C
M
料
に
換
算
す
る
と
、
5
0
0
万
円
だ
と
か
?
）
さ
れ
、
愛
南
町
の
名
を
強
く
P
R
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

公
開
審
査
会
で
は
、
C
M
上
映
に
あ
わ
せ
て
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
姿
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
と
も
に
入
場
し
た
内
海
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
南
宇
和
高
校
陸
上
部
の
皆
さ
ん
、

外
泊
地
区
の
石
と
か
な
づ
ち
を
手
に
し
た
吉
田
兼か

ね

敏と

し

さ
ん
、
手
作
り
の
タ
マ
ネ
ギ
を
手
に
し
た
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
尾
﨑
益ま

す

善よ

し

さ
ん
、
純
白
の
ス
ー
ツ
姿
で
「
愛
な
ん
ア
ピ
ー
ル
し
大
使
」
を

努
め
て
く
れ
た
清
家
亜あ

由ゆ

美み

さ
ん
、
総
勢
19
名
が
、
一
体
と
な
り
「
チ
ー
ム
愛
南
」
と
し
て
精
一
杯
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
結
果
が
、「
僕
ら
の
夏
休
み
」
の
入
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
紙
面
を
借
り
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
本
町
制
作
の
5
作
品
及
び
制
作
秘
話
の
動
画
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3
/
11



広報　　　　　　　　 平成19年4月号7

谷
口
町
長
の

　
　

施
政
方
針
あ
い
さ
つ
要
旨

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
19
年

　

第
１
回
町
議
会
定
例
会

学
校
教
育
課
か
ら

平
成
19
年
第
１
回
篠
山

小
中
学
校
組
合
議
会
定
例
会

総
務
課
か
ら

組
織
・
機
構
改
革
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

２
月
23
日

に
、
愛
南
町
議

会
が
優
良
議

会
と
し
て
、
全

国
町
村
議
長

会
長
表
彰
を
、

ま
た
、
吉
村

直な
お

城き

、
土
居
尚な

お

行ゆ
き

、
西
口
孝

た
か
し

の

各
議
員
が
自

治
功
労
者
表

彰
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
全
部
改
正
が
２
議

案
、
条
例
一
部
改
正
が
11
議
案
、
上
水
道
事

業
の
経
営
変
更
と
請
負
契
約
の
変
更
が
各
１

議
案
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

と
、
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
が
各
１
議
案
、
指
定
管
理
者
の
指

定
が
４
議
案
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予

算
・
各
特
別
会
計
予
算
及
び
各
事
業
会
計
の

補
正
予
算
が
10
議
案
、
平
成
19
年
度
一
般
会

計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
及
び
各
事
業
会
計

予
算
が
10
議
案
、
特
別
職
等
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定
他
２
議
案
、
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
同
意
が
１
議
案
、議
会
に
よ
る
請
願
が

３
議
案
他
、
計
52
議
案
が
可
決
・
承
認
及
び

　

平
成
19
年
度
予
算
は
、
財
源
も
乏
し
く

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
実
現
可

能
で
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
「
選
択

と
集
中
」
を
徹
底
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
施
策
へ
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に

努
め
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
町
税
の
滞

納
整
理
と
収
納
率
の
向
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
、
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
と

販
路
拡
大
、
新
農
産
物
の
研
究
開
発
、
団

塊
世
代
を
も
に
ら
ん
だ
定
住
促
進
及
び

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
、

環
境
基
本
計
画
の
策
定
、
学
校
・
保
育
所

の
統
廃
合
の
推
進
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
事
業
の
推
進
、
避
難
経
路
の
整
備
な
ど

で
、
歳
入
歳
出
１
２
８
億
９
千
８
０
０
万

円
（
前
年
度
に
比
べ
７
億
２
千
４
０
０
万

円
の
減
）
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
日
中
に
は
、
住
民
説
明
会
や

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
等
で
検
討
を

重
ね
ら
れ
た
自
治
基
本
条
例
の
素
案
が
答

申
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
19
年
第
１
回
篠
山
小

中
学
校
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
始

め
に
、

谷
口
組

合
長
が

「
篠
山

小
中
学

校
合
同

校
舎
も

落
成
の

運
び
と

な
り
、

中
西
清せ

い

二じ

宿
毛

市
長
さ

ん
を
始

ご
意
見
を
集
約
し
た
素
案
を
尊
重
し
、
本

町
の
最
高
規
範
と
な
る
愛
南
町
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、透
明
性
の
確
保
と
公
表
制
度
の

充
実
に
取
組
む
と
と
も
に
、
効
率
の
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
努
め
、
住
民
の

皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
や
要
望
を
集
約
し

な
が
ら
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
の
下
、
「
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
組
織
・
機
構
改
革
検
討
委
員
会
（
職
員

で
構
成
）
に
お
い
て
、
よ
り
効
率
的
で
簡
素

な
組
織
・
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
成

18
年
度
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
次
の
と
お

り
組
織
・
機
構
の
改
革
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
統
廃
合
す
る
課
及

び
室
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
社
会
教
育
課
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を

統
合
し
、
新
た
に
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
内

に
、
生
涯
学
習
課
を
新
設
し
ま
す
。

○
総
務
課
防
災
対
策
室
は
、
室
を
廃
止
し
、

災
害
時
に
お
い
て
消
防
本
部
・
消
防
署
と
の

迅
速
な
連
携
を
図
る
た
め
、
消
防
本
部
内
に

防
災
対
策
課
と
し
て
新
設
し
ま
す
。

○
総
務
課
広
報
広
聴
室
は
、
室
を
廃
止
し
、

総
務
課
へ
統
合
し
ま
す
。

○
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
は
、
室
を
廃
止

し
、
企
画
財
政
課
へ
統
合
し
ま
す
。

○
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室
は
、
室
を
廃

止
し
、
高
齢
者
支
援
課
に
統
合
し
ま
す
。

3/
  6

め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
」
と
召
集
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
18
年
度
篠
山
小
中
学
校
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
19
年
度
篠
山

小
中
学
校
組
合
一
般
会
計
予
算
の
２
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

3/
  9

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
新
田
房ふ

さ

男お

、
西
口
孝

た
か
し

、
田
口

勝
ま
さ
る

、
篠
田
美よ

し

登の
り

、
土
居
尚な

お

行ゆ
き

、
二
宮
敬け

い

典す
け

の

各
議
員
か
ら
、「
指
定
管
理
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
「
町
長
の
所
信
及

び
施
策
方
針
に
つ
い
て
」
「
住
民
参
加
型
基

金
に
つ
い
て
」
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す

る
対
応
」
等
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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総
務
課
か
ら

４
月
１
日
か
ら
役
場
の
閉
庁
時
間
が
、

17
時
30
分
に
な
り
ま
す

役
場
組
織
の
改
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
衛
生
課
か
ら

平
成
19
年
度

浄
化
槽
補
助
金
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
退
職
者
の

お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り
役
場
の
執
務
時

間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〈
変
更
前
の
執
務
時
間
〉

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

〈
変
更
後
の
執
務
時
間
〉 

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
休
憩
時
間
の
た

め
、
住
民
票
発
行
業
務
等
の
窓
口
業
務
を
除

い
て
は
、
来
庁
の
際
、
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
の
合
理

化
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
18
年
法
律
第
53
号
）
が

平
成
18
年
６
月
７
日
に
公
布
さ
れ
、
一
部
の

規
定
を
除
き
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
副
知
事
及
び
助
役
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
事
項

○
出
納
長
及
び
収
入
役
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
事
項

○
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
等 

　

こ
れ
に
伴
い
、
愛
南
町
で
も
制
度
・
機
構

等
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
19
年
４
月
１
日

よ
り
「
助
役
」
が
「
副
町
長
」
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
制
度
に
つ
い
て
も
、

見
直
し
を
行
い
、
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
収
入
役
制
度
は
廃
止
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
法
律
の
附
則
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
収
入
役
は
、
任
期
中

（
平
成
20
年
11
月
14
日
ま
で
）
は
在
職
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
方
々
が
、
平
成
19
年
３
月
31
日
付
け

で
退
職
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
課
長
級
】

竹
田
文ふ

み

明あ
き

（
監
査
委
員
事
務
局
長
）、
橋
岡

濟な
り

隆た
か

（
企
画
財
政
課
長
）、
本
多
正ま

さ

登と

（
町

民
課
長
）
、
清
家
久ひ

さ

雄お

（
水
産
課
長
）
、
新

田
雅ま

さ

昭あ
き

（
あ
け
ぼ
の
荘
所
長
）、
木
村
智と

も

子こ

（
東
海
保
育
所
長
）、
新
井
愛あ

い

子こ

（
一
本
松

保
育
所
長
兼
満
倉
保
育
所
長
）、
髙
田
義よ

し

隆た
か

（
環
境
衛
生
課
長
）、
藤
田
勝か

つ

直な
お

（
御
荘
支

所
長
）、
宮
岡
秀ひ

で

幸ゆ
き

（
一
本
松
支
所
長
）、
山

下
啓け

い

介す
け

（
西
海
支
所
長
）、
中
平
英ひ

で

明あ
き

（
消

防
長
）、
埜
々
下
正ま

さ

男お

（
学
校
教
育
課
長
）、

松
平
正ま

さ

文ふ
み

（
城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）、
裡
田
日ひ

出で

夫お

（
社
会
教
育
課
長
）、
高

田
喜き

重じ
ゅ
う
ろ
う

郎
（
一
本
松
公
民
館
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

増
田
恭

き
ょ
う

子こ

（
監
査
委
員
事
務
局
書
記
）、
川

畑
英ふ

さ

子こ

（
保
健
福
祉
課
）、
山
岡
島し

ま

子こ

（
西

海
支
所
住
民
福
祉
課
）

【
そ
の
他
】

亀
岡
和か

ず

子こ

（
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
室
主
任

看
護
師
）、
山
﨑
一か

ず

惠え

（
柏
保
育
所
調
理
員
）、

田
中
弥や

よ

生い

（
御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、

高
田
町ま

ち

子こ

（
一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
）、
林
明あ

け

美み

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
主

任
看
護
師
）、
清
家
八や

重え

子こ

（
養
護
老
人
ホ
ー

ム
南
楽
荘
上
級
寮
母
）、
冨
岡
一か

ず

也や

（
消
防
署

主
査
）、
徳
岡
美み

紀き

代よ

（
国
保
一
本
松
病
院
主

任
技
師
）、
髙
平
修の

ぶ

夫お

（
国
保
一
本
松
病
院
薬

剤
師
）、
岡
田
美み

紀き

（
国
保
一
本
松
病
院
作
業

療
法
士
）、
田
村
鈴す

ず

香か

（
国
保
一
本
松
病
院
看

護
師
）、徳
川
高た

か

美み

（
福
浦
中
学
校
用
務
員
）

　

愛
南
町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

活
雑
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁

防
止
の
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
愛
媛
県
の

補
助
金
減
額
等
に
よ
り
、
補
助
金
額
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
注
意
）

１　

転
換
（
改
造
）
と
は
、
く
み
取
り
便
所

又
は
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
設
置
替
え
す
る
こ
と
で
す
。

２　

農
業
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
整
備

区
域
で
の
浄
化
槽
設
置
は
補
助
金
の
対
象

外
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３　

補
助
金
額
は
、
新
築
・
改
築
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

人
槽

区
分

補　

助　

金　

額

新　

築

転
換（
改
造
）

５
人
槽

ま
で

１
７
１
，０
０
０
円

４
３
３
，０
０
０
円

７
人
槽

ま
で

２
０
７
，０
０
０
円

５
２
４
，０
０
０
円

10
人
槽

ま
で

２
６
８
，０
０
０
円

６
８
０
，０
０
０
円
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環
境
衛
生
課
か
ら

狂
犬
病
予
防
注
射
の

お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法

律
で
年
１
回
の
接
種
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
受
け
た
こ
と
の

あ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
。

　

な
お
、
通
知
が
届
い
て
い

な
い
方
も
、
当
日
受
け
付
け

で
き
ま
す
。

予
防
注
射
後
の
注
意

○
極
め
て
低
い
の
で
す
が
、

注
射
に
よ
る
副
作
用
の
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

○
注
射
後
３
〜
４
日
間
は
な

る
べ
く
安
静
に
し
、
過
激
な

運
動
、
交
配
、
入
浴
な
ど
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
す

る
場
合
は
獣
医
師
と
相
談
の

う
え
、
最
低
で
も
２
週
間
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
事
項

　

犬
が
死
ん
だ
り
、
住
所
が

変
わ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
環
境
衛
生
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　平成１９年度狂犬病予防注射日程表
月日 地区 場　　所 時　　　　間 月日 地区 場　　所 時　　　　間

５
月
14
日（
月
）

内　
　

海

網 代 消 防 倉 庫 午前　８：５０～　８：５５

５
月
17
日（
木
）

城　
　
　

辺

新 浦 集 会 所 午前　８：２０～　８：２５
荒 樫 集 会 所 　　　９：１０～　９：１５ 新 浦 バ ス 停 　　　８：３５～　８：４５
魚 神 山 農 協 　　　９：３０～　９：３５ 久 良 漁 協 　　　９：００～　９：１０
船 越 集 会 所 　　　９：５０～　９：５５ 小 屋 の 浦 集 会 所 　　　９：２５～　９：３０
油袋漁民センター 　　１０：１０～１０：１５ 竹芳水産跡地（日土） 　　　９：４０～　９：４５
火 打 バ ス 停 　　１０：２５～１０：３０ 鯆 越 集 会 所 　　１０：００～１０：０５
家 串 公 民 館 　　１０：４５～１０：５５ 深 浦 公 民 館 　　１０：２５～１０：４０
平 碆 公 民 館 　　１１：１０～１１：２０ 旧 東 海 漁 協 　　１０：５５～１１：０５
須 ノ 川 公 民 館 　　１１：４０～１１：５５ 蓮 乗 寺 バ ス 停 　　１１：２０～１１：２５
旧 内 海 漁 協 午後　１：００～　１：０５ 城辺社会福祉会館 　　１１：４５～１２：００
役 場 内 海 支 所 　　　１：２０～　１：３５ 東 海 公 民 館 午後　１：００～　１：１５

御　

荘

菊 川 公 民 館 　　　２：００～　２：１０ 敦 盛 集 会 所 　　　１：２５～　１：３０
平 山 集 会 所 　　　２：３５～　２：４５ 中 玉 バ ス 停 跡 　　　１：５０～　１：５５
長 崎 集 会 所 　　　３：１０～　３：２０ 脇 本 集 会 所 　　　２：０５～　２：１０
八 幡 野 集 会 所 　　　３：４５～　３：５５ 大 僧 都 集 会 所 　　　３：１０～　３：１５
旧 児 童 館 　　　４：１５～　４：３０ 僧 都 公 民 館 　　　３：２５～　３：３０

５
月
15
日（
火
）

御　
　
　

荘

猿 鳴 集 会 所 午前　８：４０～　８：４５ 山 出 集 会 所 　　　３：４５～　４：００
左 右 水 集 会 所 　　　９：００～　９：０５ 梶 郷 集 会 所 　　　４：１０～　４：１５
中 浦 小 学 校 　　　９：２０～　９：２５ 大 道 集 会 所 　　　４：２５～　４：３０
中 浦 公 民 館 　　　９：４０～　９：５０

５
月
18
日（
金
）

城
辺

豊 田 集 会 所 午前　８：２０～　８：３５
尻 貝 集 会 所 　　１０：０５～１０：１５ 太 場 集 会 所 　　　８：４５～　８：５０
高 畑 バ ス 停 　　１０：２５～１０：３０

一　

本　

松

上 大 道 集 会 所 　　　９：２０～　９：３５
赤 水 公 民 館 　　１０：５０～１１：０５ 満 倉 集 会 所 　　　９：５０～１０：００
防 城 成 川 集 会 所 　　１１：２０～１１：２５ 中川コミュニティーセンター 　　１０：２０～１０：３５
深 泥 集 会 所 　　１１：４０～１１：５０  広 見 第 1 集 会 所 　　１０：５０～１１：００
長 月 第 ４ 集 会 所 午後　１：１０～　１：１５ 広見コミュニティーセンター 　　１１：１５～１１：３０
長 月 公 民 館 　　　１：３０～　１：４０ 平 畑 集 会 所 　　１１：４５～１１：５５
長 月 下 地 集 会 所 　　　１：５０～　１：５５ 増田コミュニティセンター 午後　１：００～　１：１０
和 口 第 ２ 集 会 所 　　　２：１５～　２：２０ 御 在 所 集 会 所 　　　１：３０～　１：３５
栄 町 集 会 所 　　　２：４５～　２：５５ 正 木 公 民 館 　　　１：５０～　２：００
節 崎 集 会 所 　　　３：０５～　３：１０ 下 組 集 会 所 　　　２：１０～　２：１５
馬 瀬 集 会 所 　　　３：２５～　３：３５ 東 小 山 集 会 所 　　　２：３０～　２：３５
御荘文化センター 　　　４：０５～　４：３０ 小 山 本 村 集 会 所 　　　２：５０～　２：５５

５
月
16
日（
水
）

西　
　

海

武 者 泊 集 会 所 午前　８：３０～　８：３５ 内 尾 串 集 会 所 　　　３：１０～　３：１５
麦 ヶ 浦 集 会 所 　　　８：５５～　９：００ 一 本 松 保 健 セ ン タ ー 　　　３：５５～　４：３０
福 浦 公 民 館 　　　９：２５～　９：４０
福浦学校前バス停 　　１０：００～１０：１５
小 成 川 集 会 所 　　１０：２５～１０：３０
樽 見 集 会 所 　　１０：４５～１０：５０

下 久 家 集 会 所 　　１１：０５～１１：１０

久 家 集 会 所 　　１１：２０～１１：３０
役 場 西 海 支 所 　　１１：４５～１２：００
中 泊 集 会 所 午後　１：００～　１：０５
内 泊 集 会 所 　　　１：１５～　１：２０
小 浦 集 会 所 　　　１：４０～　１：４５
越 田 集 会 所 　　　２：０５～　２：１０

城　

辺

農 業 共 済 前 　　　２：４５～　３：００
城 辺 公 民 館 　　　３：１５～　３：３０
長 野 集 会 所 　　　３：５０～　４：０５
緑 公 民 館 　　　４：２０～　４：３０

予防注射料…１頭につき　２，８５０円

（注射済票交付手数料　５５０円を含む）

登　録　料…１頭につき　３，０００円

　　　　　　　　　　（登録は１頭につき１回だけ）

　　　　　　　　　　 認め印も必要になります

　　　　　　　　　　 お支払いは、つり銭のいら

　　　　　　　　　　 ないようにお願いします
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水
産
課
か
ら

養
殖
技
術
向
上
を
め
ざ
し
て

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
域
の
元
気
は
、

　

食
・
農
・
人
か
ら
…

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

癒
し
舞
台
、
愛
南
を
創
ろ
う

　

昨
年
４
月
に
、
南
予
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
、
県
と
愛
媛
大
学
が
協
定
を
結
び
、
同

大
学
で
南
予
振
興
塾
を
立
ち
上
げ
、
今
年
１

月
か
ら
、
南
予
地
域
の
各
市
町
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
「
科
学
技
術
は
ど
の
よ
う
に
水

産
養
殖
に
貢
献
で
き
る
か
」
と
題
し
て
、
愛

媛
大
学
農
学
部
の
三
浦
猛
教
授
、
高
木
基
裕

助
教
授
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
三
浦
教
授
が
「
将
来
、
世
界

的
な
人
口
増
が
予
想
さ
れ
、
人
類
は
海
に
食

料
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
人
工

種
苗
生
産
の
技
術
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
、

安
定
し
た
養
殖
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
魚

類
寄
生
虫
の
ハ
ダ
ム
シ
を
駆
除
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
干
渉
法
を
用
い
て
、
増
殖
を
し
な
い

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
た
ハ
ダ
ム
シ
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
、
真
珠
養
殖
に
も
こ
の
技
術

 2/
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を
応
用
し
、
病
気
に
強
い
母
貝
を
育
成
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
、
養
殖
技
術
の
開
発
状
況

及
び
今
後
の
水
産
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
木
助
教
授
は
「
魚
の
系
列
か

ら
、
成
長
が
早
く
病
気
に
強
い
育
種
と
、
天

然
の
魚
と
の
成
長
を
比
較
す
る
と
、
選
定
育

種
の
方
が
い
い
。
現
在
、
魚
の
親
子
鑑
別

技
術
も
進
み
、
優
良
育
種
の
育
成
が
可
能
に

な
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
研
究
開
発
し
た
技

術
を
検
証
す
る
現
場
と
し
て
、
愛
南
町
と
の

協
力
体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
操
作
を
し
た
寄

生
虫
の
死
骸
な
ど
が
、
魚
の
生
態
系
や
環
境

に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
三
浦
教
授
は
、
一
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
操

作
の
み
で
、
そ
の
よ
う
な
生
物
の
進
化
や
環

境
等
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
確
信

し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
で
、
農
山
漁
村
地
域

へ
の
滞
在
型
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
を

探
ろ
う
と
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
荒あ

ら

樋ひ

豊
秋

田
県
立
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
、
「
都
市
と

農
村
の
連
携
で
育
て
よ
う
！
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
新
時
代
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
に
は
、
本
町
か
ら
、
農
林

漁
家
体
験
民
宿
開
業
予
定
の
髙
平
玲れ

い

子こ

さ

ん
、
山
出
地
区
行
政
協
力
員
の
佐
藤
和か

ず

彦ひ
こ

さ

ん
が
参
加
し
「
今
ま
で
、
地
区
全
体
で
環
境

保
全
や
美
化
活
動
に
取
組
ん
で
き
た
が
、
今

後
は
、
都
市
住
民
と
の
交
流
の
中
で
、
自
分

た
ち
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
と
生
き
が
い
を

持
ち
、
後
継
者
の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、
荒
樋
教
授
は
「
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
田
舎
に
暮
ら
す
人
々

の
生
き
生
き
と
生
活
を
楽
し
む
姿
と
、
美
し

い
自
然
環
境
、
こ
の
二
つ
の
要
素
が
必
要
。

こ
の
要
素
を
作
る
た
め
の
活
動
こ
そ
が
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
意
義
だ
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
開
業
を
め
ざ
す
７
件
の
農
漁
家

が
意
気
込
み
を
宣
言
す
る
な
ど
、
今
後
、
都
会

人
の
心
を
癒
す
旅
の
舞
台
と
な
れ
る
よ
う
、

情
報
発
信

等
、
町
全

体
で
取
組

ん
で
い
く

こ
と
が
重

要
で
あ
る

こ
と
な
ど
、

と
て
も
活

気
の
あ
る

討
議
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
愛
南
農
業
者

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

‚07
」
（
町
担
い
手

協
議
会
・
町
が
共

催
）
が
開
催
さ

れ
、
農
業
関
係
者

約
２
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、

担
い
手
の
高
齢
化
や
遊
休
農
地
の
拡
大
な
ど

大
変
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、
地
域
農
業

を
元
気
に
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、

そ
し
て
実
践
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
の

か
、
「
食
・
農
・
人
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

木
登
り
の
楽
し

さ
を
全
国
に
広
め

る
活
動
を
し
て
い

る
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ

ス
ラ
イ
ト
さ
ん
の

講
演
会
が
行
わ
れ
『
こ
れ
か
ら
の
食
育
は
、

五
感
だ
け
で
な
く
、「
脳
で
理
解
す
る
」
、「
心

で
感
謝
す
る
」
を
加
え
た
「
七
感
」
が
大
切
。

「
感
謝
、
興
味
、
感
動
」
の
「
３
Ｋ
」
を
与
え
ら
れ

る
生
産
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
』
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
や
農
産
物
・
加
工

品
の
品
評
会
、
即
売
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
柑
橘
や
野
菜
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

3/
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税
務
課
か
ら

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
か
ら

美
味
し
く
食
べ
て
、

健
康
な
体
を
作
り
ま
し
ょ
う

税
務
課
か
ら

平
成
19
年
度
の

町
税
等
納
期
月
の
お
知
ら
せ

　

城
辺
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
各

地
域
で
食
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

が
「
あ
い
な
ん
食

改
味
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
バ
ラ
の

花
寿
司
、
鶏
肉
の

マ
リ
ネ
、
ポ
テ
ト

ス
ノ
ー
マ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
ク
ッ
キ
ー
他
９

品
が
色
鮮
や
か
に
飾
ら
れ
た
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
の
試
食
会
、
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
、
レ
シ
ピ
等
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
本
多
良な

が

子こ

会
長
が
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
し
た
食
事
の
バ
ラ
ン

ス
、
野
菜
・
果
物
・
牛
乳
・
乳
製
品
な
ど
の

栄
養
価
、
塩
分
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
な
ど
、

正
し
い
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
野
菜
は
、
病
気
に
な
り
に
く
い

体
を
つ
く

る

上

で

重
要
な
役

割
を
果
た

す
と
強
調

さ
れ
ま
し

た
。

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
（
納
税
義
務
者

の
う
ち
免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
な
い
人
を

除
く
）
ご
本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正

か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
に
、
比
較
し
た
い

土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
町
内
に
所
在

す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
者
の
方
に
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
家
屋
に
対
し
て
課
す

る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
に
、
比
較
し

た
い
土
地
又
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
て
い

た
だ
き
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3/
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土地価格等縦覧帳簿 所在・地番・地目・地積・価格が記載されています。

家屋価格等縦覧帳簿
所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面積・価
格が記載されています。

縦覧期間
４月１日から５月１日までの午前８時30分～午後５
時（ただし土・日・祝日を除く）

縦覧場所
税務課（本庁舎１階）
各支所住民福祉課

縦覧できる人

・町内に所在する土地又は家屋に対して課する固定
資産税の納税者及びその同一世帯で生計を一にす
る親族

・納税管理人
・納税者の委任を受けた代理人（委任状持参）

持参するもの
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等ご本人であることを
証明できるもの

※この制度は、納税者が自己の所有する土地又は家屋の価格が適正か判断
するためのものですから、それ以外の目的と思われる場合は、縦覧をお
断りする場合がありますのでご了承ください。

※縦覧期間以外は、土地・家屋価格等縦覧帳簿の公開は一切できませんの
でご了承ください。

《縦覧方法》

　

納
税
者
の
方
々
に
土
地
の
評
価
額
の
計
算

を
具
体
的
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
固

定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
路

線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
標

準
宅
地
の
位
置
も
公
開
し
て

い
ま
す
。

公
開
し
て
い
る
場
所

税
務
課
（
本
庁
舎
１
階
）

各
支
所
住
民
福
祉
課

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ま
で
（
た
だ
し
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

※
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に

お
い
て
道
路
に
付
け
ら
れ
た

価
格
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
、
道
路
に
接
す
る
標

準
的
な
宅
地
の
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
価
格
を
い
い

ま
す
。

　

宅
地
の
評
価
額
は
、
こ
の

路
線
価
を
基
に
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
宅
地
の
形
状
（
奥
行
、
間
口
等
）
に
応

じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

兼
課
税
明
細
書
・
納
付
書
（
納
付
書
は
口
座

引
落
者
以
外
の
方
）
は
４
月
16
日
発
送
予
定

で
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

税　目 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

固定資産税 １期 　 　 ２期 　 　 　 　 ３期 　 ４期 　

町県民税 
（普通徴収分）

　 　 １期 ２期 　 ３期 　 　 ４期 　 　

軽自動車税 　 全期 　 　 　 　 　 　 　 　 　

国民健康
保険税

　 　 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

介護保険料 
（普通徴収分）

　 　 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

★口座引落とし手続きをされている方は、各納期月の月末（12月は、25日）
に指定口座より引落とし（該当日が、土・日・祝日の場合は翌日）となります。
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企
画
財
政
課
か
ら

平
成
19
年
度
「
町
人
材
育
成
事

業
補
助
金
」募
集
の
お
知
ら
せ

　

家
屋
編

総
務
課
か
ら

あ
い
な
ん
バ
ス

　

ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

　

土
地
編

S60

(価格)

公示価格等

評価額

課税標準額

S63 H03 H06 H09 H12 H15 H18

評価と課税の流れ

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
「
あ
い
な
ん

　

こ
の
補
助
金
は
、
愛
南
町
の
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
や
国

際
化
や
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
17
年
度
当
初
に
制
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
内
容
】

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
額
の
範
囲

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
国
内
研
修 

必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く

旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
２
分
の

１
以
内
と
し
、
１
人
当
た
り
10
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

⑵
国
外
研
修 

必
要
経
費(

食
糧
費
を
除
く
旅

費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代)

の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
１
人
当
た
り
30
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参
加
又
は

開
催
に
必
要
な
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
報

償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
使
用

料
及
び
賃
借
料
）
の
２
分
の
１
以
内
と

し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
対
象
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方
で
、
今
後

も
引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取
組
、
か

つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た
せ
る
方

　
　

こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の
１
ヵ
月

前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
愛
南
町
人
材
育
成
事
業
審
査
会
で
内

容
を
審
査
し
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
】

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

家
屋
は
年
々
老
朽
化
し
て
い
く
の
に
評

価
額
が
下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

Ａ　

家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
対
象
の
家

屋
と
同
一
の
も
の
を
評
価
替
え
の
時
点
（
３

年
に
１
回
）
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新
築

す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建

築
費
に
、
家
屋
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に

よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
状
況
に
よ
る
減
価
額
を

あ
ら
わ
し
た
補
正
率
（
経
年
減
点
補
正
率
）

を
乗
じ
て
求
め
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
価
格

が
前
年
を
こ
え
る
場
合
は
、
通
常
、
前
年
の

価
格
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　

家
屋
の
建
築
費
は
、
平
成
５
年
頃
か
ら
そ

れ
ま
で
続
い
て
い
た
上
昇
傾
向
が
沈
静
化

し
、
以
後
は
建
築
資
材
価
格
等
が
下
落
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
比
較
的
建
築
年

次
の
新
し
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え

ご
と
に
そ
の
価
格
が
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
建
築
年
次
の
古
い
家
屋
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
建
築
費
の
上
昇
が
続
く

中
、
据
え
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
近

年
の
建
築
資
材
価
格
等
の
下
落
を
加
味
し
た

評
価
額
で
あ
っ
て
も
、
以
前
か
ら
据
え
置
か

れ
て
い
る
価
格
を
下
回
る
ま
で
に
は
い
た
ら

ず
価
格
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
土
地
の

税
額
が
上
が
る
の
は
ど
う
し
て
？

Ａ　

負
担
の
調
整
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

　

本
来
、
固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
場
合

は
、
評
価
額
と
課
税
標
準
額
が
等
し
く
な
り

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
に

よ
り
、
全
国
の
評
価
の
基
準
を
一
定
の
も
の

に
す
る
た
め
、
宅
地
の
評
価
額
が
地
価
公
示

価
格
な
ど
の
７
割
程
度
ま
で
、
全
国
一
律
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
※
下
記
グ
ラ
フ

の
Ｈ
06
の
評
価
額
を
参
照
）

　

こ
の
と
き
、
税
負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う

に
、
少
し
ず
つ
課
税
標
準
額
を
上
昇
さ
せ
て

い
く
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

評
価
額
と
課
税
標
準
額
と
の
間
に
大
き
な
開

き
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。（
※

下
記
グ
ラ
フ
の
Ｈ
06
か
ら
Ｈ
09
の
課
税
標
準

額
を
参
照
） 

　

さ
ら
に
、
平
成
９
年
度
以
降
は
、
税
負
担

の
公
平
の
観
点（
例
え
ば
、
同
じ
評
価
額
の
土

地
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
税
額
が
異
な
る
等
）

か
ら
、
負
担
水
準
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
課
税

標
準
額
を
決
め
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
が
高
い
土
地
に

つ
い
て
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
る
か
据
え
置

き
に
す
る
一
方
、
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
な

だ
ら
か
に
税
負
担
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
税
負
担
の
ば
ら
つ

き
を
是
正
し
て
い
る
過
程
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
価
が
下
落
し
て
評
価
額
が
下
が
っ
て

も
税
額
が
上
が
る
と
い
う
場
合
も
生
じ
て
く

る
わ
け
で
す
。（
※
左
記
グ
ラ
フ
の
Ｈ
09
以

降
の
評
価
額
と
課
税
標
準
額
を
参
照
）
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財
産
管
理
課
か
ら

町
営
住
宅
の

　

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
か
ら

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
オ
ペ
ラ

「
魔
法
の
笛
と
鈴
」
出
演
者
募
集

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら

ゴ
ミ
袋
の
正
し
い
縛
り
方

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
オ
ペ
ラ
協
会
で
は
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
を
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
ア
レ
ン
ジ
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
オ
ペ
ラ
「
魔
法
の
笛
と
鈴
」
の

全
国
公
演
を
展
開
中
で
す
。
愛
媛
県
で
も
数

箇
所
巡
演
し
、
８
月
18
日（
土
）に
は
御
荘
文

化
セ
ン
タ
ー
で
公
演
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
先
立

ち
、町
民
の
方
々
か
ら
出
演
者
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
公
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
入
居
を

ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類
を
添
え
て
財
産

管
理
課
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

１
住
宅（
空
家
）の
概
要

　

下
記
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

２
申
込
受
付
期
間   

　

４
月
９
日（
月
）〜
18
日（
水
）

　

受
付
時
間   

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
）

　

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町
内

に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、
住
宅

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

三島団地（公営住宅）城辺乙669番地 鉄筋4階建（築25年） 6棟626号,632号 3DK 67.7㎡

13,400円～22,200円 家賃の3カ月分 有

中原団地（公営住宅） 城辺甲10番地3 鉄筋3階建（築10年） 202号 3DK 75.4㎡

12,800円～36,200円 家賃の3カ月分 有 電化住宅 駐車場使用料別

猿田団地（特定公共賃貸住宅）城辺甲3851番地1 鉄筋3階建（築12年）104号,201号 3DK 76.46㎡

53,000円 家賃の3カ月分 有 電化住宅 駐車場使用料別

久家団地（特定公共賃貸住宅） 久家23番地1 鉄筋3階建（築11年） 305号 3LDK 94.90㎡

37,000円 家賃の3カ月分 有 ガス湯沸器

※今回募集の公営住宅は世帯向け住宅のため、家族のある方を優先いたします。
※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

　

ゴ
ミ
袋
は
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た

後
、
ご
み
ク
レ
ー
ン
に
よ
っ
て
攪か

く
は
ん拌

さ
れ
た

り
、資
源
ご
み
の
除
袋
破
袋
機
を
通
っ
た
り
す

る
為
、買
い
物
袋
等
に
比
べ
袋
を
弱
く
し
て
お

り
ま
す
。
重
い
ご
み
は
入
れ
る
量
を
調
整
し

て
ご
利
用
下
さ
い
。集
積
所
へ
は
指
定
日
と
時

間
を
守
っ
て
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ごみは８割程度
（口が閉まる程
度）ごみの重さ
は10kg位を目安
にして下さい

赤・白２本の内
どちらか１本を
手に持つ（右手
が赤なら左手は
白）

赤・白の紐を
ゆっくり引っ張
り、ごみが出な
い程度に口を閉
める

好きな結び方で
結び、口を閉じ
る

袋を運ぶときは
結んだ口の部分
を持つようにし
てください

に
お
困
り
の
方
。

　

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現

に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
約
者
を
含
む
。
但
し
婚
約
者

は
入
居
後
３
カ
月
以
内
に
婚
姻
す
る
こ

と
）
が
い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
」
の
運
行
時
刻
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
変
更

は
、
岩
水
・

大
僧
都
線
を

敦
盛
地
区
ま

で
延
伸
し
、

一
本
松
地
域

に

つ

い

て

は
、
３
路
線

を
２
路
線
に
変
更
し
ま
す
。
増
田
・
広
見
・

上
大
道
線
は
役
場
本
庁
舎
ま
で
延
伸
し
、

小
山
・
正
木
・
中
川
・
満
倉
線
は
岩
水
で
敦

盛
・
大
僧
都
線
と
乗
り
換
え
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
１
日
の
運
行
回
数
は
３
便
か
ら

４
便
に
し
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
時
刻
表
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ヒモを持って運
ばないこと

４
申
込
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管
理
課

住
宅
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
内
線
２
３
３
・

２
３
４
）ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
オ
ペ
ラ
と
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
オ
ペ
ラ
協
会
の
プ
ロ
歌
手

と
と
も
に
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
で
き

る
よ
う
工
夫
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
見
つ

け
出
す
オ
ペ
ラ
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。
芝
居

や
合
唱
の
経
験
の
有
無
も
問
い
ま
せ
ん
。
貴

方
の
可
能
性
を
見
つ
け
て
見
ま
せ
ん
か
。
是

非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
方
法　

興
味
の
あ
る
方
、
参
加
し
た

い
方
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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町
民
課
か
ら

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら

平
成
19
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）

と
準
備
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

４
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　
　
　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

 

学
生
の
皆
さ
ん
へ

「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の

方
が
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
学
生
さ
ん
に
は

所
得
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
る
「
国
民
年
金
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
た
方

も
、
毎
年
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

・
大
学(

大
学
院)

、
短
大
、
高
校
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
方
（
夜

間
、
定
時
制
も
含
む
）

・
前
年
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
（
収
入
の

め
や
す
１
８
３
万
円
以
下
）

《
手
続
き
先
・
方
法
》

・
住
民
票
の
あ
る
市
町
の
国
民
年
金
担
当
係

ま
た
は
、
社
会
保
険
事
務
所
。

・
年
金
手
帳
、
印
鑑
及
び
在
学
証
明
書
又
は

学
生
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

《
承
認
さ
れ
る
と
》

・
承
認
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
障 

害
が
残
っ
た
と
き
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25
年
）
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

・
承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
10
年

前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
「
追
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。（
２
年
を
過
ぎ
る
と
経

過
し
た
年
数
に
応
じ
て
保
険
料
に
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。）

 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
付
の
時
効
は
２
年
間

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活
保

障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思

わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
支
払

っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

や
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険

料
は
、
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経

過
す
る
と
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
支
払
い
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
納
付
書
」
で
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事
務
所
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

一
括
前
納
で
割
引
が
受
け
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
を
、
「
一
括
し
て

前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
括
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引

額
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
括
支
払
い
の
前
納
で
な
く
て

も
、
月
々
の
口
座
振
替
を
早
割
（
当
月
保
険

料
の
当
月
末
引
落
し
）
に
す
る
と
割
引
が
あ

り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省
け
る
「
口

座
振
替
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
社
会
保
険
事

務
所
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
ま
で
。
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金
番
号
な

ど
）
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関
届
出
印
を
押

印
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
の
一
括
前
納
は
実
施

月
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時

点
で
い
つ
か
ら
割
引
と
な
る
か
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
準
備
講
習
会

日　

時　

５
月
18
日（
金
）〜
19
日（
土)

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場　

所　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部

受
講
料　

会　

員　

６
，３
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

８
，８
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

法
令
１
，３
０
０
円
、
実
務

１
，３
０
０
円
、
問
題
集
１
，

３
０
０
円（
乙
種
４
類
の
場
合
）

●
試
験

試
験
日　

６
月
10
日（
日
）
午
前
10
時
〜

場　

所　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・

　
　
　
　

県
立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
他

願
書
受
付　

４
月
９
日（
月
）〜
18
日（
水
）ま
で

必
着

試
験
種
類　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類
（
吉

田
会
場
は
、
乙
種
第
４
類
と
丙

種
の
２
種
類
）

受
験
料　

甲
種
５
，０
０
０
円

　
　
　
　

乙
種
３
，４
０
０
円

　
　
　
　

丙
種
２
，７
０
０
円

願
書
受
付　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
、
各
分
署

●
問
い
合
せ

　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課
内
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
０
１
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（４月）

保
健
福
祉
課
か
ら

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ね

む
し
歯
０
本

保
健
福
祉
課
か
ら

『
健
康
・
生
き
い
き
・

 
プ
ラ
ン
推
進
大
会
』

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
健
康
増
進
計
画
「
健
康
・
生

き
い
き
・ 

 

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
計
画

の
推
進
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働

で
「
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目

的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
５
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
０

本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で
は

32
名
の
受
診
者
の
中
で
11
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
、

き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

表
彰
さ
れ
た
方
々

池い
け　

田だ　

昂こ
う　

輝き

く
ん　

御
荘
平
城

石い
し　

崎ざ
き　

陽は
る　

斗と

く
ん　

御
荘
平
城　

河こ
う　

野の　
　
　

恋れ
ん

さ
ん　

御
荘
平
城　

武た
け　

田だ　

真ま　

優ゆ

さ
ん　

脇　
　

本　

清せ
い　

家け　

裕ゆ
う　

輔す
け

く
ん　

城

辺

乙　

清せ
い　

家け　

伯た
か　

允ま
さ

く
ん　

城

辺

甲　

鱒ま
す　

　
　

英ひ
で　

樹き

く
ん　

城

辺

甲　

水み
ず　

関せ
き　

優ゆ　

月づ
き

さ
ん　

城

辺

乙　

田た　

中な
か　

由ゆ　

乃の

さ
ん　

広　
　

見

豊と
よ　

田だ　

昂こ
う　

生き

く
ん　

増　
　

田

島し
ま　

津ず　

一い
っ　

颯さ

く
ん　

増　
　

田

日　

時　

平
成
19
年
５
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

12
時
45
分
〜

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

○
講
演

　

「
皆
で
す
す
め
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」

講
師　

大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
　
　
　

参
事　

藤
内
修
二
先
生（
医
師
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
展
示

入
場
料　

無　

料

問
い
合
せ　

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係                  

℡
７
２
―

１
２
１
２

　

こ
の
度
、
町
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
４
月
以
降
に
各
戸
に
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
配
付
す
る
予
定
で
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

基本健診
肺・大腸
前立腺
肝炎検査

4月25日 水
古月集会所   ９：３０～１０：３０

鯆越集会所 １３：００～１４：００

4月26日 木 深浦公民館
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

5月8日 火
長野集会所   ９：３０～１０：３０

豊田集会所 １３：３０～１５：００

5月10日 木
下久家集会所   ９：３０～１０：３０

大成川集会所 １３：３０～１４：３０

基本健診
肺・胃・大腸

前立腺
肝炎検査

5月9日 水 長月公民館   ８：００～１１：００

5月10日 木
御荘文化
センター

  ８：００～１１：００

乳・子宮がん
検診

骨粗鬆症検診

5月7日 月 中泊集会所 １２：００～１４：３０

5月8日 火 西海支所 １２：００～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場所 対象年齢

１歳６か月児
健診

4月10日 火
城辺保健福祉
センター

H17年7月1日～
8月31日生

３歳児健診 4月24日 火
H16年1月1日～
2月28日生

　対象者には個別で通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場所 受付時間

みるく広場 4月13日 金
一本松保健
センター

  ９：３０～１１：００

みなみっ子 4月23日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２
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税
務
課
等
か
ら
！

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

4・5月行事予定表

一　般　内　科
第２日曜日   8日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

第３日曜日 15日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第４日曜日 22日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

昭 和 の 日 29日 竹本医院 城 辺 乙 ☎72-3271

振 替 休 日 30日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2221

憲法記念日   3日 内海診療所 柏 ☎85-0341

みどりの日   4日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

こどもの日   5日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第１日曜日   6日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第２日曜日 13日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

４月の当直医

救　急　担　当
日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

５月の当直医

固

定

資

産

税

１期分/４期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
を
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　４日・１１日・１８日
水曜日の　AM8：30～10：00
5月の引取日は、
 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁または各支
所まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

4/26
5/29

僧
都
高
正
織
布
跡
・
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

4/24
5/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

4/20
5/23

西　海

中
泊
有
料
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

4/18
5/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

4/16
5/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ

ン
・
満
倉
・
上
大
道
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

4/12
5/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船

越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、

ゆ
ら
り
内
海
裏
、
平
碆
・
柏
崎
・
梶
屋
敷
各
集
会
所

4/10
5/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

4/6
5/9

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

4/4
5/7

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

4/2
5/1

4、5月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

8 日   ７：００～２０：００
愛媛県議会議員
選挙投票日

町内各投票所

9 月

各小学校・中浦中
篠山中入学式

１４：００～１７：００
心の健康相談
（要予約）

城辺保健福祉
センター

10 火

各中学校入学式
（中浦中・篠山中除く）

１３：３０～１６：３０
高齢者総合相談
（要予約）

城辺保健福祉
センター

11 水 １３：００～１５：００
行政相談

（城辺・西海地域）
城の辺学習館
西海町民会館

15 日
１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

18 水

１０：００～１５：３０ 年金一日相談 商工会城辺支所

１３：００～１５：００
行政相談

（御荘・一本松地域）
御荘文化センター
山村開発センター

19 木 １０：００～１５：００ 人権相談 城の辺学習館

21 土

  ８：３０～１６：００
四国西南地区

少年軟式野球大会
南レク

城辺球場他

１４：３０～ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

愛いっぱい愛南産直市
（～27日）

三越松山店

22 日
  ８：３０～１６：００

四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク
城辺球場他

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

23 月 １４：００～１７：００
心の健康相談
（要予約）

城辺保健福祉
センター

28 土   ８：３０～１６：００
四国西南地区

少年軟式野球大会
南レク

城辺球場他

4月下
旬～5
月上旬

県境を架ける友情の
「こいのぼり」

正木保育所

5月

2 水 １３：００～１５：００
行政相談

（内海地域）
DE・あ・い・２１

3 木
  ８：３０～１７：００

第29回一本松
少年剣道大会

一本松交流促進
センター

１２：００～ 南宇和観光闘牛大会 闘牛場

4 金

  ９：００～１６：００
南レクユース

サッカーフェスティバル
２００７（～６日）

南レク
城辺芝球技場他

１０：００～１５：００
愛南大漁まつり

２００７
南レクロッジ・
御荘湾片の浜

6 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

8 火 １３：３０～１６：３０
高齢者総合相談
（要予約）

城辺保健福祉
センター

9 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松・西海地域）
御荘文化
センター他

　
　　 　子育てサークル
　　「こあら」御荘保育所 
　 　毎週月・水・金曜日
    　  ８：３０～１１：３０ 
　　 ※（4/30、5/4は除く）
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

家串
保育所
園児

菊川
保育所
園児

長崎
保育所
園児

柏
保育所
園児

ヒオウギ貝と
切り干し大根の
あえもの

（作り方）

①

②

③

④

3月2日に開催された「あいなん食改

味まつり」のバイキング試食会で紹

介されたメニューをご紹介します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・大4個
・・・・・・・・・・・・・・・・40g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1束

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2カップ

（材料4人分）

・ヒオウギ貝  

・切り干し大根

・小松菜

〈たれ〉

・赤唐辛子

・薄口醤油

・酢

・砂糖

・水

ヒオウギ貝を酒蒸しする。

切り干し大根は、水で軽くも

み洗いして水気を絞り、ヒオ

ウギ貝を一口大に切って加え

ておく。

たれの材料を温めて、②に加

えて混ぜ、そのまま冷やす。

小松菜は、塩少々を加えた熱

湯で色よくゆで、水にとって

水気を絞り、3cmくらいの長

さに切って③とあえる。
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に け ー し ょ ん
2/24 みんなが主役の人権コンサート!

　「互いに支え合い、助け合い、認め合う町」、そんな
“まちづくり”を進めようと、一本松山村開発センター
で、一本松公民館・町人権教育協議会主催の「第6回見
つめてみよう人権コンサート」が開催され、約200名が
心温まる一夜を過ごしました。コンサートでは、今年3
月に松山盲学校高等部を卒業された野中梨

り

那
な

さんに
よる迫力ある独唱「アメージンググレイス」に、賞賛の
拍手が送られていました。その他、一本松シンガーズや
一本松中学校を始め、計8団体が出演されました。

2/25 木造校舎に、ありがとう!

　新校舎落成を前に、「木造校舎は、地域の歴史を見
つめてきた、まさに、私たちの誇り」、そんな懐かしい
校舎の想い出を語り、地域のつながりを深めようと、
篠山中学校で「校舎お別れ会」が開催されました。お
別れ会には、両県から通学する在校生(27名)と、卒業
生である地区住民、約30名が出席し、それぞれが学生
時代の思い出を語り合いました。その後「ぞうきん掛
けレース」が行われ、生徒や住民らが、かつての学び舎
に感謝の気持ちを込め、慣れ親しんだ約50mの廊下を
磨き上げました。

3/8 石雛に込めた、石垣への想い

　外泊地区で、石で作ったおひなさまを飾った「だんだ
ん雛まつり」が行われました。独特な景観から「石垣の
里」と呼ばれている同地区の美しさをPRしようと「石

垣を守ろう会」(代表、楠葉和
か ず

弘
ひ ろ

さん)が初めて主催し
たもので、船越・西浦の両小学校と西海中学校や地区
住民など、計130点の作品が集まり、3月3日から約1ヵ
月間、空き地に展示されました。
　訪れた参加者に人気のあった入賞作品8点は、「だ
んだん館」で展示されていますので、皆さんも、愛らし
い石雛をぜひご覧ください。

3/12「元気でいてね」と、プレゼント!

　南楽荘で、寝たきりにならないようにと、緑小学校
が「歩行器」を、毎日のラジオ体操に使っていただこう
と、緑新鮮市が「CDラジカセ」を贈呈しました。
　贈呈式では、大和田いそ子緑小学校長が「毎日のア
ルミ缶回収で得た収益金で、地域のお役にたち、児童
たちも、社会貢献の大切さを学ぶことができました」
とあいさつをされました。
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愛 南 こ み ゅ
2/17 身近な美しい風景を活かそう!

　DE・あ・い・21で、南伊予みち風景会議と四万十か
いどう推進協議会が主催する「四万十・南伊予風景
づくり交流会in愛南町」が開催され、愛媛県や高知
県のまちづくり団体約120名が参加し、各地域の美し
い風景を活かすイベント等について、熱心な討議が行
われました。交流会では、東京大学大学院の羽藤英
二助教授の基調講演があり、「今、人々を引き付ける
観光とは、美しい風景という舞台の中で、新たな出会
いと発見ができる。そんな魅力を観光に求める人々 が
増えている。このことを認識した取組をすれば、四国
西南地域は全国に誇れる観光資源がある。身近な美
しい風景を誇りに思って欲しい」と話されました。

2/18 支え合う地域をめざして!

　一本松交流促進センターで「第10
回ありんこくらぶの催し」が開催さ
れ、障害児(者)医療に携わる2名の医

師を招き、講演とミニシンポジウムが行
われました。
　伊予病院副院長の藤田正

ま さ

明
あ き

先生が、「リハビリの
意義は、訓練が目的ではなく、ライフステージに沿っ
た二次障害の進行予防、様々な生活場面において必
要となる身体的及び精神的な発達を促すこと」と講
演され、続いて、升田歯科医院の升田勝

か つ

喜
よ し

先生から
は「口腔ケアは、あらゆる機能の獲得や回復につな
がり、生きる意欲の創出になること」など貴重なお
話をいただきました。
　ミニシンポでは「それぞれの立場で地域支援・連
携を考える」をテーマに、2名の講演者と、南愛媛療
育センター所長の堀内伊作先生、自閉症の娘さんを
持つ入江香さんが登壇し、それぞれの立場で「人と人
のつながりの大切さ」「障害者への理解や支援の必
要性」など、地域での支援体制づくりの必要性が語
られました。

2/18 響け、私たちのハーモニー!

　御荘文化センター
で、合唱団コスモス
の呼びかけにより、
南宇和こども合唱
団、愛南町少年少女
合唱団、平城小学校

音楽部が参加した「第1回愛南コーラスフェスティバル」
が開催されました。
　当日は、体全体を使って、表現するハーモニーの素晴
らしさに感動した取材でした。今後も、このような合唱
フェスティバルに多くの団体の方々に参加してほしいと
思います。

2/22 みんなの笑顔、真心を届けよう!

　御荘文化センターで、南宇和

ふるさと小包グループ(松本時
と き

子
こ

会長外8名)が、ひがしやま・巻

きはんべい・文旦・イリコ・キビ

ナゴ・干し大根他、計8品の入っ

た65回目となる「ふるさと小包2月

便」(130個)の発送作業(年3回発送、

2・7・12月)を行いました。箱詰め作業をした

会員は「都会で暮らす方々に、ふるさとの香りと懐かし

い味を届けたいから、丹精込めた産品を持ち寄ってい

る」と笑顔で話されていました。詳しくは、宇和島地方

局農政普及課愛南指導班(TEL72-0149)又は各郵便局

(宇和島TEL0895-22-0100、御荘72-1995、西海82-0000、

柏85-0300)へご連絡ください。
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
第
33
回
愛
媛
県
駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
が
西
条
市
ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
男
女
9
名
が
郷
土
の
代
表
と
し
て
一
本
の
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
も
の
で
、
本
町
か
ら
も
1
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

世
代
を
超
え
て
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
6
位
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
の
、
タ
ス
キ
リ
レ
ー
!

2/18御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、「
第
4
回
愛
南
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
2

部
制
に
分
か
れ
、
計
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
】

1
部
優
勝

ヤ
ム
チ
ャ

準
優
勝

ぶ
ぁ
ブ
ル
ス　
　

2
部
優
勝

さ
つ
き

準
優
勝

ほ
た
る

ソ
フ
ト
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
、
楽
し
い
よ
!

2/25南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広
場
他
で
「
第
38
回
南
宇
和
郡

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
4
部
制
に
、
計
20
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
和
や
か
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
試
合
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
】

1
部
優
勝

フ
ァ
ミ
リ
ー

2
部
優
勝

キ
ン
グ

3
部
優
勝

J
A
M　

　

4
部
優
勝

緑
O
B

み
ん
な
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
!

2/25

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
「
2
0
0
6
年
度
愛
媛
県
ス
イ
ミ
ン
グ
協
会
南
予
地
区
B
C
級
水
泳
競
技
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
南
予
の
8
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
保
育
園
児
や
中
学
生
ま
で
の
計
2
8
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
A
級
記
録
突
破
、
自
己
記
録
更
新
を
め
ざ
し
、
精
一
杯
の
泳
ぎ
で
、
競
い
合

い
ま
し
た
。 南

予
の
ス
イ
マ
ー
が
競
う
!

3/ 8

2区岩﨑璃
り

乃
の

選手（御荘中）から3区森口瑞
みず

規
き

選手（城辺中）
へのタスキリレー

4部優勝 緑 OB

1 部優勝 ファミリー

3部優勝 JAM

2 部優勝 キング

1部優勝 ヤムチャ
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元気いっぱい！元気いっぱい！
　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
他
で
、「
第
2
回
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ

プ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
2
部
制
、
計
20
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

1
部 

優
勝 

響ひ

び

鬼き

、
準
優
勝 

ピ
ュ
ー
マ

2
部 

優
勝 

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ズ　

準
優
勝 

ス
ペ
ー
ド

仲
良
く
プ
レ
ー
が
、
楽
し
い
!

3/
　11

2 部優勝 フィフティーズ

1部優勝 響鬼

　

西
条
市
で
「
第
41
回
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
体
協
陸
上
部
よ
り
4
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
A
チ
ー
ム
が
1
部
で
5
位

入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寒
風
が
吹
く
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
各
選
手
は
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
1
秒
で
も
早
く
タ
ス
キ
を
つ
な
ご
う
と
懸
命
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

健
脚
を
競
い
合
う
！

3/
　11

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
3
回
愛
南
町
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

優
勝 

パ
ッ
シ
ョ
ン  

準
優
勝 

ぷ
ー
さ
ん

ア
タ
ッ
ク
N
o
1
は
、
私
た
ち
!

3/
　18

優勝
パッション

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
松
山
市
の
清
家
恵け

い

子こ

さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
あ
い
な
ん
婦
人
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
清
家

さ
ん
は
「
実
年
齢
よ
り
若
く
見
ら
れ
る
た
め
に
は
、
表
情
筋
を
鍛
え

る
（
笑
顔
）、
身
体
の
筋
肉
を
鍛
え
る
（
姿
勢
、
歩
き
方
）、
声
を
鍛

え
る
（
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、
服
装
や
髪

型
に
も
気
を
付
け
、
若
く
見
ら
れ
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

若
返
り
の
秘
訣
は
、
笑
顔

3/
　6

鏡を手に、笑顔の大切さを教えていただいた

清家恵子さん

愛南体協陸上部の皆さん
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心配ごと相談室
　無料で弁護士と民
生児童委員１名が相
談をお受けします。
５月８日
午後２時～４時　
御荘老人福祉センター

　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
４月14日・25日
午後２時～４時
御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

　詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ
問い合せください。

◆
城
辺
川
柳
会
「
た
っ
ぷ
り
」

た
っ
ぷ
り
と
飲
め
よ
食
べ
よ
と
里
の
母　

ひ
と
み

た
っ
ぷ
り
と
お
乳
を
飲
む
子
良
く
育
つ　

登
志
恵

本
命
に
愛
た
っ
ぷ
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト　

き
く
み

た
っ
ぷ
り
と
小
言
い
わ
れ
て
出
る
涙　

一
女

若
い
子
に
パ
ワ
ー
た
っ
ぷ
り
も
ら
い
受
け　
　
　

て
ま
り

た
っ
ぷ
り
の
皮
肉
を
許
す
太
っ
腹　

ツ
タ
ヱ

た
っ
ぷ
り
の
母
乳
で
育
つ
優
良
児　

ト
ク
ヱ

た
っ
ぷ
り
と
愛
嬌
見
せ
る
０
才
児　

栄
華

た
っ
ぷ
り
の
お
湯
が
あ
ふ
れ
た
肥
満
体　

玉
子

少
子
化
に
愛
た
っ
ぷ
り
の
も
や
し
っ
子　

あ
き
子

た
っ
ぷ
り
と
あ
れ
ば
安
心
ダ
ム
の
水　

朝
美

た
っ
ぷ
り
の
愛
に
包
ま
れ
ま
だ
寂
し　

百
代

重
す
ぎ
て
た
っ
ぷ
り
も
ら
う
逆
う
ら
み　

南
帆

た
っ
ぷ
り
の
蜜
な
め
て
か
ら
来
る
不
安　

暁

た
っ
ぷ
り
と
食
べ
て
し
ゃ
べ
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　
　

一
会

た
っ
ぷ
り
の
お
乳
を
飲
ん
で
よ
く
寝
る
児　

律
子

た
っ
ぷ
り
と
墨
ふ
く
ま
せ
て
一
気
書
き　

茶
花
南

◆
城
辺
短
歌
会

ロ
シ
ア
語
を
忘
れ
る
こ
と
の
多
く
な
り
ロ
シ
ア
は
遠
い
国
に
な
り
つ
つ　

吉
田　

信
保

寒
き
日
の
郵
便
受
け
に
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
歌
誌
の
終
刊
を
告
ぐ　

藤
森
多
摩
子

わ
け
も
な
く
寂
し
と
思
う
日
の
あ
り
て
一
羽
飛
び
立
つ
五
位
鷺
見
送
る　

長
田
ハ
ル
子

白
樺
の
皮
に
書
か
れ
し
歌
数
多
抑
留
生
活
の
な
ま
な
ま
し
く
あ
り　

河
上　

明
美

こ
れ
よ
り
は
私
の
時
間
エ
プ
ロ
ン
を
外
し
て
対
ふ
師
の
全
歌
集　

前
田　
　

充

【
開
催
日
時
】

平
成
19
年
５
月
４
日（
金
）〔
中
潮
〕

か
つ
お
フ
ェ
ア　
　
　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

御
荘
湾
立
て
干
し
網　

10
時
30
分
入
場
開
始　

[

干
潮
13
時
頃]

【
会　
　

場
】
愛
南
町
御
荘
平
城

立
て
干
し
網
／
御
荘
湾
片
の
浜

・

か
つ
お
フ
ェ
ア
／
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場

立
て
干
し
網

入
場
料　

立
て
干
し
網　
　
　
　
　
　

前
売
り　
　
　
　

当　

日

タ
マ
（
中
学
生
以
上
）　

２
，０
０
０
円　

２
，５
０
０
円

タ
マ
（
小
学
生
）

１
，５
０
０
円　

２
，０
０
０
円

素
手
（
中
学
生
以
上
）　

５
０
０
円　
　

８
０
０
円

素
手
（
小
学
生
）　

３
０
０
円　
　

５
０
０
円

放
流
計
画
（
予
定
）

あ
さ
り
…
約
２
ト
ン

特
別
放
流
魚　

特
大
ブ
リ
（
約
40
尾
予
定
）

タ
イ
・
ハ
マ
チ
・
ア
ジ
他
…
…
１
０
，０
０
０
尾
以
上

当
日
の
イ
ベ
ン
ト

○
び
っ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
色
の
つ
い
た
ア
サ
リ
を
取
っ
た
人
に
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
先
着
２
０
０
名
）

○
愛
南
大
漁
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
…
入
賞
者
に
は
愛
南
町
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

（
金
・
銀
・
銅
賞
各
１
点
、
佳
作
３
点
程
度
）

か
つ
お
フ
ェ
ア

◆
か
つ
お
ま
つ
り
部

か
つ
お
の
即
売（
浜
値
販
売
）／
か
つ
お
の
ふ

る
さ
と
小
包
便（
会
場
受
付
）／
そ
の
他
鮮
魚

の
即
売

◆
お
ま
つ
り
広
場
部

大
か
つ
お
解
体
／
お
魚
つ
か
み
取
り
大
会
／

金
魚
す
く
い
／
餅
ま
き

◆
ふ
る
さ
と
特
産
市
部

か
つ
お
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
／
お
魚
料
理
屋
台

（
か
つ
お
丼
・
か
つ
お
飯
・
に
ぎ
り
・
魚
の

姿
寿
司
他
）海
産
加
工
品
の
即
売
／
手
作
り

料
理
の
販
売（
ば
ら
寿
司
・
の
り
巻
き
・
し

ば
も
ち
他
）／
郷
土
料
理
／
野
菜
、
み
か
ん

他

【
問
い
合
せ
】
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
５
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『かつおフェア＆御荘湾立て干し網』

愛南大漁まつり２００７開催のお知らせ
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（2月受付分）

（2月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう ぼ
く
ら
の
笑
顔
の
強
い
味
方
!!

１
，０
０
０
万
人
の
保
険　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

学
び
舎
え
ひ
め
悠
々
大
学
へ
の

入
学
し
ま
せ
ん
か

無
料
法
律

相
談
所
の
開
設

の
お
知
ら
せ

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

〜
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〜

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、

指
導
活
動
等
を
行
う
５
名
以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を

対
象
に
損
害
や
賠
償
責
任
等
の
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

加
入
申
込
み
等
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
㈶
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
愛
媛
県
支
部
ま
た
は
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）、
各
公
民
館
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲
】

　

①
団
体
で
の
活
動
中
と
そ
の
往
復
中　

②
個
人
練
習
・
個
人
活
動（
子
ど
も
ワ
イ
ド
の
み
）

【
保
険
期
間
】　

平
成
19
年
４
月
１
日
午
前
０
時
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で

【
掛　
　

金
】　

掛
金
（
１
人
年
額
５
０
０
円
〜
９
，０
０
０
円
）
は
、
団
体
の
活
動
内

容
・
年
齢
構
成
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
加
入
手
続
】

指
定
金
融
機
関
を
通
じ
、
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
媛
県
支
部
で
加
入

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
】

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
媛
県
支
部(

愛
媛
県
体
育
協
会
内)

〒
７
９
０
―

０
８
４
３　

松
山
市
道
後
町
２
―

９
―

14  

℡
０
８
９（
９
１
１
）１
１
９
９

http://w
w
w
.sportsanzen.org

　

学
び
舎
え
ひ
め
悠
々
大
学
は
、
県
内
の
生
涯
学
習
関
係
機

関
が
連
携
し
、
県
内
全
域
を
一
つ
の
学
び
舎
（
一
つ
の
大

学
）
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
学
習
情
報
を
提
供
す
る
な

ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
い
ず
れ
か
を
行
え
ば
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
入
学

で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
定
単
位
に
達
し
た
方
に
は
、
奨
励
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

１　

対
象
講
座
を
受
講
し
、
「
学
習
記
録
カ
ー
ド
」
に
押
印
を

受
け
る
。

２　

「
学
習
成
果
を
生
か
し
た
活
動
」
に
取
組
、
「
活
動
記
録

カ
ー
ド
」
に
自
分
で
記
録
す
る
。（
各
カ
ー
ド
は
、
実
施

機
関
で
入
手
で
き
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
ん
で
み
た
い
講

座
を
検
索
し
、
内
容
を
確
認
の
上
、
直
接
実
施
機
関
に
受

講
を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
『
悠
々
サ
ロ
ン
』
で
は
、

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
取
組
や
催
し
を
紹
介
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
】　

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
振
興
課
〈
℡

０
８
９（
９
６
３
）２
１
１
１
〉

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス:http://jo

ho
.ehim

e-iinet.o
r.jp/

system
/m
anabiya/index.htm

l

日　

時　

５
月
９
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
受
付
午
前
９
時
開
始
）

場　

所　

松
山
地
方
裁
判

所
宇
和
島
支
部
構
内

参
加
方
法　

当
日
、直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。先

着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

相
談
者　

愛
媛
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士

問
い
合
せ　

金
銭
や
家
庭

関
係
な
ど
、
（
費
用
は
無

料
で
秘
密
厳
守
で
す
。）

詳
し
く
は
、松
山
地
方
裁
判

所
宇
和
島
支
部（
℡
０
８
９
５

―

２
２
―

１
１
３
３
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から

　鮮やかなピンク色が、空の青さと緑濃い木々の中、

浮かびがるアケボノツツジも、4月 21 日 ( 土 ) 頃から、

咲き始めそうです。

　例年、開花時期が早くなっていますので、見学に行かれる方は、

事前に一本松支所地域振興課 (TEL84-2211) へ問い合せください。

編 集 後 記
　今号では、「愛南グリー
ン・ツーリズムシンポジ
ウム」を取材して、改め
て女性パワーの力強さを
痛感しました。とても前
向きな発言を多く聞き、
元気をいただきました。
　まちづくり、地域活性化
策にとって大切なことは、
昔も今も変りはなく「地域
の自然や生活文化を学び、
郷土愛を育てること」「地
域の一員として、地域社会
の営みに貢献すること」「い
きいきとした暮らしや活動
を、自信を持って他に情報
発信すること」、この三つ
に集約されるのではないで
しょうか。
　また、手探りの一年目、
勝負の二年目となった「ふ
るさと CM 大賞えひめ」
で、見事、半年間 100 回の
無料放送となる愛媛県知
事賞を受賞することがで
き、久しぶりの「ドキド
キ感と感動」を味わいま
した。
　撮影場所やテーマの選
定など、苦労もありました
が、その労が報われた瞬間、
チーム愛南 (最終審査に参
加した内海中、南宇和高校、
外泊の吉田兼敏さん、清家
亜由美さん、野菜ソムリエ
の尾﨑益善さん )皆で喜び
合い、忘れえぬ一日となり
ました。
　改めて、「助け、助けられ
る関係、これが癒しの関係
だ」と感じました。
　家庭や友人など、誰かの
支えなくしては、何もでき
ません。そう思うと、随分
気持ちも楽になったりも
しますし、人に対しても
やさしく接することがで
きるような気がします。
　それと、プチリニュー
アルした広報、どうです
か？今後とも、ご指導の
程よろしくお願いします。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の人口
（平成１９年３月１日現在）

世帯数　11,130 戸　
人口　   27,273 人
　男　   12,760 人
　女      14,513 人


